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、

　
人
権
相
談
所
開
設

　
み
な
さ
ん
、
身
の
回
り
の
問
題

で
困
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
日
は
、
行
政
相
談
、
心
配

ご
と
相
談
、
老
人
福
祉
相
談
等
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
何
か
聞
い
て

み
た
い
こ
と
や
相
談
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
内
容
は
秘
密
を
守

り
絶
対
他
人
に
も
れ
る
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
日
時
　
六
月
十
七
日
㈹

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

★
場
所
　
中
里
村
老
人
福
祉
セ
ン

　
　
　
　
タ
ー

県
職
轟
塁
護
遷
藁
内

★
受
付
期
間

　
五
月
三
十
一
日
㈹
～
六
月
二
十

日
励
★
第
一
次
試
験
日

　
七
月
十
七
日
㈹

★
受
験
資
格

　
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日
～
昭

和
三
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
。

　
詳
し
く
は
、
新
潟
県
人
事
委
員

会
（
君
。
、
読
、
、
－
二
三
－
五
五
二
）

労
働
通
信
制
教
育
講
座

　
　
　
奥
構
渚
寡
集
・

　
労
働
通
信
教
育
講
座
は
、
労
働

問
題
の
理
解
と
良
識
を
培
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

・
基
本
コ
ー
ス
（
六
課
目
）

■
専
門
コ
ー
ス
・
労
働
法
（
六
課

　
目
）
■
専
門
コ
ー
ス
・
労
務
管
理
（
六

　
課
目
）

★
募
集
締
切
り

　
八
月
十
五
日

★
申
込
先

　
日
本
労
働
協
会
教
育
部
連
絡
指

導
課
（
奮
望
－
翌
六
－
〇
一
五
一
）

み
ん
垂
驚
響
災
害

　
”
砂
防
”
こ
の
言
葉
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。
砂
防
工
事
は
、
集
中

豪
雨
の
時
な
ど
流
れ
出
す
土
砂
を

途
中
で
く
い
止
め
、
下
流
の
住
民

の
生
命
と
財
産
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
に
七
万
二
千
箇
所
、
ガ
ケ

崩
れ
の
危
険
が
あ
り
約
百
九
万
戸

が
常
時
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
六
月
一
日
～
三
十
日
ま
で
は
、

土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。
こ
の

機
会
に
土
砂
災
害
に
対
す
る
認
識

を
高
め
、
日
ご
ろ
か
ら
土
砂
災
害

に
備
え
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

　
清
津
川
、
釜
川
、
魚
野
川
、
破

間
川
、
中
津
川
な
ど
の
砂
防
事
業

は
、
建
設
省
湯
沢
砂
防
工
事
事
務

所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
、
懸
廻
撫
難
相
談
を

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
消
費
生
活

改
善
協
力
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

消
費
生
活
の
中
で
困
っ
た
こ
と
な

ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
通
り
山
　
上
原
ヒ
ロ
ノ
　
ニ
六
る

危
覇
縷
鶴
叢
櫨
者

　
　
講
習
会
鱗
蹴
知
競
ぜ

〈
危
険
物
〉

★
期
日
、
会
場
、
種
別

　
七
月
五
日
、
六
日
（
乙
種
〉
小

千
谷
市
民
会
館

　
七
月
六
日
（
丙
種
）
長
岡
自
治

会
館
〈
防
　
火
〉

★
期
日
、
会
場

　
七
月
七
日
、
八
日
、
十
日
町
地

域
消
防
本
部

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
地
域
消
防

本
部
予
防
課
ま
で
（
君
雪
五
蓋
－
七

⊥
五
五
五
）

霧
爆
鞭
の
案
内

★
試
験
の
期
日

　
昭
和
五
十
八
年
七
月
二
十
四
日
㈹

★
試
験
地

　
新
潟
市
、
長
岡
市
、
上
越
市

★
受
付
期
間

　
六
月
六
日
㈲
～
六
月
十
八
日
㈹

ま
で
　
詳
し
く
は
、
県
商
工
労
働
部
職

業
訓
練
課
ま
で
（
麿
望
五
〒
二
一
干

五
五
一
一
）

雇
用
錬
礁
難
魎
入
を

　
雇
用
労
働
者
を
一
人
以
上
雇
用

さ
れ
て
い
る
事
業
主
（
農
林
水
産

業
の
一
部
は
除
く
）
は
、
雇
用
保

険
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
未
加
入
の
場
合
は
不
利
益
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

急
に
加
入
の
手
続
き
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
も
よ
り
の
商
工

会
で
手
続
き
が
と
れ
ま
す
。

　
　
　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所

　
　
◇
編
集
後
記
◇

　
今
回
は
、
農
機
具
の
過
剰
投
資

を
考
え
て
み
ま
し
た
。
隣
の
長
野

県
で
は
、
家
や
農
機
具
に
あ
ま
り

お
金
を
か
け
な
い
と
い
い
ま
す
。

き
れ
い
な
家
や
新
し
い
農
機
具
仁

金
を
か
け
る
よ
り
も
、
実
質
的
な

生
活
め
豊
か
さ
を
追
求
し
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
隣
の
家
が
性
能
の
よ
い
農
機
具
■

を
買
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
自
分
の

サ
イ
フ
の
中
味
を
考
え
な
い
で
買

う
の
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

機
械
貧
乏
か
ら
抜
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
農
機
具
を
た
い
せ
つ

に
使
っ
て
長
持
ち
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

宮重小白山
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最
近
の
農
作
業
機
械
の
進
歩
は
著
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
農
家
の
所
有
す
る
農

機
具
の
台
数
も
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
。
次
か
ら

次
へ
と
出
る
最
新
の
機
械
に
手
を
出
し
て
い
た
の

で
は
、
到
底
収
益
が
追
い
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
。

農
機
具
の
過
剰
投
資
が
続
い
て
い
る
現
状
を
皆
で

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

原の開田で活躍する乗用田植機（如来寺水稲組合

農作業機械経費（熱）

手
間
代
も
で
な

　
昭
和
五
十
二
年
以
降
米
価
（
政

府
買
入
価
格
）
が
上
が
ら
ず
、
五
十

二
年
と
五
十
七
年
を
比
べ
て
み
て

も
な
ん
と
四
・
二
％
（
七
百
十
一
円
）

し
か
上
昇
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
現
状
の
中
で
水
田
か
ら
収
益

を
上
げ
る
た
め
に
は
、
増
収
か
経

費
の
節
減
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
に
は
機
械
の
共
同
利
用

ま
た
は
、
農
作
業
の
受
委
託
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
第
二
種
兼
業
農
家
（
農
業
外
の

白羽毛水稲組合

16戸・10ha
個人（70a）

人に委託し

た　場　合

農機具総額（10a） 102，000 714，000

1年間の減価償却費（A）

（耐用年数8年）（10a）
11，475 80，000

修繕料（10a〉（B） 1，000 10，000

機械経費（10a）
　　（A）＋（B）

12，475 90，000
作業委託
　　48，975

い
稲
作

収
入
の
方
が
多
い
）
の
増
．
加
と
と

も
に
、
農
作
業
機
械
の
過
剰
投
資

が
目
立
ち
ま
す
。

　
七
十
ア
ー
ル
く
ら
い
を
耕
作

す
る
兼
業
農
家
で
は
推
定
五
百
万

円
ほ
ど
の
農
機
具
を
所
有
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
仮
に
こ
の
農
機
具

を
八
年
で
買
い
換
え
る
と
し
ま
す

と
一
年
間
に
五
十
六
万
円
づ
つ
積

立
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
七
十
ア
ー
ル
耕
作
者
に
あ
て
は

め
て
考
え
て
み
ま
す
と
積
立
金
だ

け
で
八
万
円
（
十
ア
ー
ル
当
り
）

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
他
に
育

苗
、
肥
料
、
薬
剤
、
建
物
、
土
地

改
良
費
、
修
善
費
な
ど
に
五
万
二

千
円
（
十
ア
ー
ル
当
り
県
平
均
費

用
）
か
か
り
ま
す
。
両
方
の
金
額
を

合
せ
ま
す
と
十
三
万
二
千
円
と
な

り
ま
す
。
平
均
収
量
を
七
・
五
俵

と
し
ま
す
と
米
の
売
上
金
が
十
五

万
円
二
俵
二
万
円
と
仮
定
）
で

す
。
こ
れ
か
ら
先
ほ
ど
の
経
費
を

引
き
ま
す
と
一
万
八
千
円
（
労
働

費
）
し
か
残
り
ま
せ
ん
。
年
間
七

十
八
・
五
時
間
労
働
（
県
平
均
十

ア
ー
ル
当
り
の
労
働
時
間
）
を
す

る
と
し
ま
す
と
労
働
費
は
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撚

誌
轄
論

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

計
算
は
単
純
に
は
じ
い
た
数
字
で

す
か
ら
実
際
は
も
っ
と
赤
字
の
状

態
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

共
同
利
用
は
経
費
節
減
に
　
難

そ
れ
で
は
士
パ
戸
で
＋
へ
多
－
鱗

ル
を
共
同
経
営
し
て
い
る
白
羽
毛
の
　
轟

水
稲
組
合
の
場
合
を
み
ま
し
｛
麟

こ
こ
で
は
＋
了
ル
当
あ
機
械
簸

経
費
が
一
万
二
千
円
と
な
っ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭

り
表
一
の
七
十
ア
ー
ル
経
営
に
比
、

べ
て
一
割
く
ら
い
に
と
ど
ま
っ
て
　
藁

い
ま
す
。
こ
う
し
て
み
ま
す
と
機
霧

械
の
共
同
化
が
経
費
節
減
に
つ
な

が
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
　
　
　
．
．

進
ま
な
い
共
同
利
用

醇
細

　
機
械
の
共
同
利
用
は
、
日
曜
日

に
作
業
が
集
中
し
、
使
い
た
い
時

に
使
え
な
い
こ
と
や
管
理
等
に
問
　
鱗

題
が
あ
り
、
あ
ま
り
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
農
作
業
の
受
委
託

は
、
作
業
を
受
託
し
て
く
れ
る
中

核
農
家
が
少
な
い
こ
と
や
圃
場
が

小
さ
く
大
型
機
械
が
入
ら
な
い
な

ど
の
問
題
点
が
あ
り
進
ん
で
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

劫
農
作
業
機
械

個
　
所
有
台
数

十
五
馬
力
以
上

S45

S50

0台

8台

S55
護一灘
欝 癌鰐、

100台

S45

S50

S55

0

76台

223禽
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一
九
〇
％
の
過
剰
投
資
ノ

　
中
里
村
水
田
総
面
積
の
七
百
八

十
三
・
二
七
ヘ
タ
タ
ー
ル
を
耕
す
に

は
、
十
～
二
十
馬
力
の
ト
ラ
タ
タ

ー
百
し
十
台
で
理
論
上
で
き
ま
す

　
（
圃
場
平
均
七
ア
ー
ル
）
昭
和
五

十
五
年
の
農
業
セ
ン
サ
ス
の
数
字

　
の

わ俵積面田水のりたあ筆一別区地

学校区 筆数 面積
一筆あたり
の　面　積

田沢地区 4，526 28，091 6．2

高道山地区 2，670 15，377 5．8

清津峡地区 1，935 7，405 3．8

．倉俣地区 2，972 19，088 6．4

貝野地区 1，401 7，544 5’．4

合　　計 13，504 77，505 5．7

で
は
、
農
家
の
所
有
し
て
い
る
ト

ラ
ク
タ
ー
数
が
二
百
三
十
五
台
。

現
在
で
は
推
定
三
百
二
十
台
く
ら

い
普
及
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
数
字
を
理
論
必
要
台

数
で
割
り
ま
す
と
一
九
〇
％
の
過

　
　
剰
投
資
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
コ
ン
バ
イ
ン
の
理
論
必
要

　
　
台
数
は
百
三
十
九
台
で
す
。

　
　
昭
和
五
十
五
年
の
農
業
セ
ン

　
　
サ
ス
で
は
二
百
二
十
八
台
、

　
　
現
在
で
は
三
百
台
く
ら
い
普

　
　
及
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

　
　
ま
す
。
こ
の
数
字
を
理
論
必

　
　
要
台
数
で
割
り
ま
す
と
二
二

　
　
〇
％
の
過
剰
投
資
と
な
り
ま

　
　
す
。

　
　
　
ト
ラ
タ
タ
ー
の
普
及
割
合

　
　
を
農
業
セ
ン
サ
ス
の
数
字
で

　
　
集
落
別
に
見
ま
す
と
理
論
必

　
　
要
台
数
の
五
〇
〇
％
を
超
え

て
い
る
集
落
が
新
里
、
市
之
越
、

三
〇
〇
％
～
四
〇
〇
％
が
田
代
、

鷹
羽
、
二
〇
〇
％
～
三
〇
〇
％
原

町
、
倉
俣
、
芋
川
、
朴
木
沢
新
田
、

荒
屋
、
上
山
、
桂
、
東
田
沢
、
田

沢
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
（
た
だ
し

こ
の
中
で
も
畑
作
を
し
て
い
る
新

里
、
鷹
羽
、
原
町
、
倉
俣
、
桂
、
東

田
沢
、
田
沢
集
落
は
ト
ラ
ク
タ
！

の
使
用
効
率
が
悪
い
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
）
　
こ
の
よ
う
に
昭
和
五
十

五
年
の
農
業
セ
ン
サ
ス
の
数
字
で

も
一
〇
〇
％
を
超
え
て
い
る
集
落

が
二
十
六
集
落
あ
り
ま
す
。
現
在

で
は
、
も
っ
と
多
く
の
集
落
が
一

〇
〇
％
を
超
え
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
集
落
内
の
話
し
合
い
を

　
今
後
、
ま
す
ま
す
非
農
家
や
第

二
種
兼
業
農
家
が
増
え
て
い
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
し
ま
す

と
今
ま
で
の
よ
う
な
農
業
を
中
心

と
し
た
集
落
内
の
ま
と
ま
り
が
弱

く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
　
一

つ
の
集
落
が
非
農
家
、
兼
業
農
家
、

専
業
農
家
で
形
成
さ
れ
集
落
内
の

話
し
合
い
や
共
同
作
業
な
ど
が
や

り
ず
ら
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
こ
ん

な
時
こ
そ
、
集
落
内
の
話
し
合
い

（
土
地
利
用
）
が
必
要
な
の
で
す
。

農
作
業
機
械
の
共
同
利
用
、
農
作

業
の
協
業
、
農
作
業
の
受
委
託
な

ど
を
進
め
る
た
め
に
は
集
落
ぐ
る

み
で
話
し
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
更
に
農
業
に
夢
を
抱
く
人

た
ち
に
田
畑
を
貸
し
、
農
業
経
営

の
大
型
化
に
よ
る
効
率
経
営
、
ま

た
は
、
兼
業
農
家
の
農
作
業
の
軽

減
に
よ
る
余
剰
労
働
力
の
他
分
野

へ
の
投
下
な
ど
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

農
業
機
械
銀
行
進
あ
《
会
津
若
松
市
》

　
福
島
県
会
津
蔚
松
市
は
、
会
津

盆
地
の
東
部
に
位
置
し
、
標
高
五

百
十
四
メ
ー
ト
ル
の
猪
苗
代
湖
を

境
と
し
て
郡
山
市
に
隣
接
し
、
標

高
百
八
十
メ
ー
ト
ル
の
会
津
盆
地

の
西
に
広
が
る
地
域
で
す
。

　
会
津
若
松
市
で
は
、
農
家
労
働

力
の
流
出
、
兼
業
農
家
の
増
大
に

伴
う
機
械
の
過
剰
投
資
を
防
ぐ
た

め
に
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
農
業

機
械
銀
行
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
銀
行
は
、
農
作
業
の
受
託
者
（
作

農作業受託者の育成を

　服部龍一さん

ゐ
婦

　これからは勤めの関係等で農作業を委託する

家庭が増えるのではないでしょうか。その反

面、それを請負ってやる人は少ないと思いま

す．私は、いま人に頼まれれば育苗からうす

ひきまですべての農作業を受託しています。

しかし、人のをやるのはとても気を使います。

特に秋は、夫婦で作業所に泊り込みで乾燥機

の調整をするほどです。それに人のを計画的

にやるには機械の故障は許されないので、コ

ンバインは3年で買い換えます。機械の投資

はものすごいですよ。はたで見るほど楽じゃ

ない。農作業の委託が増える現在、行政の援

助による受託者育成を考える必要があると思

います。

　　　　　　　　　　　　　　　　一

共倒れになる前に

重　地

　鈴木国一さん

　昭和54年明石タクシーに入社したとき、そ

れまであった農機具を一切手放しました。

　私の家では、現在40アールを耕作していま

すが、田、こミち、田カキ、稲刈を委託していま

す。40アール耕作するために何百万円という

農機具を買っていたのでは到底やっていけま

せん。今後、兼業農家が食べるだけ耕作をし

て、残りを専業農家へといった土地の流動化

を図らなければなりません。このまま機械の

過剰投資をつづければ専業農家も兼業農家も

共倒れになる恐れがあります。土地の貸借も

農業委員会を通じてやれば安心です。しかし、

これらを進めるためには安定した雇用の場を

確保することが先決だと思います。

　
業
を
請
負
い
た
い
人
）
と
委
託
者

　
（
作
業
を
依
頼
し
た
い
人
）
の
組

　
合
せ
に
よ
っ
て
仲
介
あ
っ
せ
ん
を

　
組
織
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
銀
行
は
機
械
を
所
持
せ
ず
、
個
人
、

　
共
同
、
農
協
所
有
の
も
の
で
行
っ

　
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
結
果
、
農
作
業
を
委
託
す

　
る
農
家
は
、
労
働
力
の
不
足
と
機

　
械
の
過
剰
投
資
が
防
げ
る
こ
と
や

　
委
託
に
よ
っ
て
生
ず
る
余
剰
労
働

　
力
を
他
分
野
へ
投
下
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
老
人
、
婦
女
子
が
過
剰
労

　
働
か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
．

　
　
昭
和
五
十
一
年
の
実
績
で
は
、

　
耕
起
四
百
八
十
七
・
ニ
ヘ
タ
タ
ー

　
ル
、
代
カ
キ
三
百
五
十
八
・
七
ヘ
タ

　
タ
ー
ル
、
育
苗
田
植
五
百
五
十
五
・

　
六
ヘ
ク
タ
！
ル
、
乾
燥
、
調
整
な

　
ど
延
二
千
五
百
十
五
・
七
ヘ
タ
タ

　
ー
ル
の
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
　
※
会
津
若
松
市
で
は
、
圃
場
整

　
備
が
七
〇
％
も
進
捗
し
て
い
る
た

　
行
も
可
能
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

　
ま
す
。

・
め
、
大
型
の
機
械
に
よ
る
機
械
銀

S45

S50

S55

14台

45台

228台

100台　　　　200台

S45

S50

S55

309台

431台

536台

100台200台300台400台500台
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昨
年
の
七
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
清
田
山
自
然
運
動
公
園
に
約

四
千
人
が
訪
ず
れ
ま
し
た
。

　
春
は
新
緑
を
求
め
て
、
夏
は
涼

を
求
め
て
、
秋
は
紅
葉
狩
り
と
、

清
田
山
自
然
運
動
公
園
は
四
季
折

々
の
楽
し
さ
を
満
喫
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
の
公
園
に
は
、
テ
ニ
ス
場
、

キ
ャ
ン
プ
場
、
バ
レ
ー
コ
ー
ト
、

遊
歩
道
、
つ
り
堀
り
、
管
理
棟
な

ど
の
施
設
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
更
に
キ
ャ
ン
プ
場
を

拡
大
す
る
他
、
広
場
の
造
成
を
行

い
遊
具
も
設
置
し
親
子
で
楽
し
め

区　　　　分
利　　用　　料

単　位 金　額

駐　　車　　場 無　　料

管
理
棟

休　　　憩　　　室 1人1時間 50円

シ　　ャ　　　ワ　　ー 無　料

更　　　衣　　　室 無　料

ス
ポ
ー
ツ
施
設

テ　ニ　ス　コ　ー　ト 5人以L1時間　1人　　1日寺間
1，000円
　200円

バ　レ　ー　コ　ー　ト 1時間 500円

テニスラケッ　ト 1　回 100円

テ　ニ　ス　ボ　ー　ル 1　個 実費（持帰り）

キ
ャ
　
ン
プ
施
設

貸テン　ト4人用 1張（1日〉 500円

テ　ン　ト持込料 1張（1日） 300円

貸　　　毛　　　布 1枚（1日） 200円

ま　　　　　　　　き 1　束 200円
キャンプファイヤー用まき 1団体 3，000円

貸　　　鉄　　　板 1　枚 100円

炊　　事　　施　　設 無　料

る
よ
う
に
計
画
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ブ

ナ
林
や
雑
木
林
に
囲

ま
れ
た
遊
歩
道
を
登

り
つ
め
る
と
　
そ
こ

に
は
展
望
台
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
展
望
台

か
ら
は
、
遠
く
は
妙
高
山
、
米
山
、

近
く
は
、
魚
沼
連
峰
、
津
南
原
河

岸
段
丘
地
が
一
望
で
き
ま
す
。

　
公
園
の
管
理
は
、
清
田
山
集
落

（
二
十
六
戸
）
が
共
同
で
行
っ
て

い
ま
す
。
集
落
の
人
た
ち
は
一
人

で
も
多
く
の
人
か
ら
来
て
も
ら
お

う
と
ス
カ
シ
ユ
リ
を
植
え
た
り
、

遊
歩
道
の
整
備
、
広
場
の
清
掃
等

に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
幸
い
こ
の
公
園
は
、
清
津
峡
と

七
ツ
釜
を
結
ぷ
林
道
小
出
“
田
代

線
の
中
間
点
か
ら
少
し
下
っ
た
所

に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
清
津
峡
、

七
ツ
釜
を
訪
ず
れ
る
人
た
ち
の
、

も
う
一
つ
の
憩
の
場
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
公
園
を
更
に
多
く
の
人
た

ち
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
は
、
ま
ず
、
村
民
の
み
な
さ
ん
が

率
先
し
て
利
用
し
、
村
外
の
人
た
ち

に
宣
伝
す
る
こ
と
で
す
。
清
田
山

集
落
の
人
た
ち
は
、
今
、
農
業
プ
ラ

ス
観
光
の
活
路
に
燃
え
て
い
ま
す
。

無
、

バーペキューを楽しむのに最高

蛇蓼幽｝年育成

　　　　　　　　村民会識開かれる

　“青少年の健全育成は、地域ぐるみで、こ

うしたことから昭和55年度に青少年育成村

民会議が組織されました。　（会員80名）

　この会では、夏休みの夜間パトロール、

悪書追放、飲食店、商店の見回りなど数々

の活動を行っています。

　今年も下記のように村民会議の総会が開

かれますので、どなたでもけっこうですか

ら参加してください。

　★日時　6月15日（水）

　　　　　午後1時30分～

　★場所　老人福祉センター

　★講演　「明るい家庭づくり」3時～

　　　　　十日町市教育長　小林由弘先生

　
今
ま
で
の
中
里
村
の
観
光
と
い

え
ば
、
清
津
峡
、
七
ツ
釜
、
小
松

原
と
い
っ
た
自
然
の
景
観
を
生
か

し
た
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
し
か

し
、
国
民
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

需
要
の
増
大
と
と
も
に
観
光
客
の

要
求
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

今
や
景
観
を
楽
し
む
観
光
か
ら
、

自
ら
が
参
加
し
、
体
験
を
す
る
観

光
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
現
状
を
と
ら
え
、
県
内
の
あ
ち
こ

ち
で
自
然
運
動
公
園
や
野
外
ス
ポ

ー
ツ
施
設
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
単
に
名
所
を
見
せ
る
観
光
で
は
、

地
元
に
お
よ
ぽ
す
恩
恵
が
少
な
く

か
え
っ
て
他
の
観
光
地
に
利
用
さ

れ
、
落
ち
る
も
の
は
ゴ
ミ
だ
け
と

い
っ
た
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
村
で
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
と

ら
え
、
清
津
峡
、
七
ツ
釜
、
清
田

山
自
然
運
動
公
園
な
ど
の
整
備
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
間

山
麓
を
中
心
と
し
た
地
域
の
観
光

開
発
の
糸
口
を
探
る
た
め
に
、
働

林
野
弘
済
会
前
橋
支
部
に
調
査
を

委
託
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど

ス
キ
ー
場
な
ど
約
三
十
九
億
円
に

お
よ
ぷ
開
発
計
画
を
伴
う
調
査
報

告
書
が
で
き
あ
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
開
発
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
は
、
国
有
林
・
保
安

林
問
題
が
あ
り
ま
す
．
国
有
林
を

活
用
す
る
た
め
に
は
、
国
有
林
施

業
計
画
に
組
み
こ
ん
で
も
ら
わ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
保
安
林

も
そ
の
ワ
タ
を
は
ず
し
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た

何
十
億
円
と
い
う
大
き
な
観
光
開

発
を
財
政
力
の
乏
し
い
わ
が
村
だ

け
で
で
き
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

当
然
民
間
と
の
協
力
に
よ
る
、
第

三
セ
タ
タ
ー
方
式
の
検
討
な
ど
問

題
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　
村
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

が
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
遊
歩
道
は
、
国
有
林
側
と
協

議
し
な
が
ら
五
十
九
年
度
か
ら
順

次
進
め
て
行
く
予
定
で
す
。

市之越から開発計画地をのぞむ

とマ◎’広報噸
No323　58．6．10（5）

磯覗

腰塾

鱗
蟹

一、

噛
　
…
ア

電
嚢
生

ノ墜』

一中1

信
頼
さ
れ
て
い
る

　
　
お
　
父
　
さ
　
ん

　
ア
ン
ヶ
ー
ト
集
計
結
果
で
は
、

父
親
と
の
対
話
を
あ
ま
り
も
ち
た

く
な
い
と
答
え
た
生
徒
が
四
六
・

八
％
（
四
十
四
人
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
内
、
父
親
を

信
頼
し
て
い
な
い
と
答
え
た
生
徒

は
七
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
あ
と
の
生
徒
は
、
現
状

の
ま
ま
で
良
い
と
考
え
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
現
在
は
、
や
さ
し
い
父
親
、
叱

ら
な
い
父
親
が
増
え
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
村
の
場
合

七
二
％
の
父
親
が
時
と
し
て
父
親

の
威
厳
を
子
ど
も
た
ち
に
示
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
父
親
の
信
頼
度
で
は
、
八
七
％

の
生
徒
ガ
父
親
を
信
頼
し
て
い
る

と
答
え
て
い
ま
す
。
信
頼
し
て
い

な
い
と
答
え
た
生
徒
の
理
由
と
し

て
は
父
親
ら
し
く
な
い
と
い
っ
た

父
親
に
権
威
の
な
い
こ
と
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

　
最
後
の
父
親
に
望
む
こ
と
と
し

て
は
、
酒
や
タ
バ
コ
を
や
め
て
ほ

し
い
と
い
っ
た
父
親
の
健
康
を
望

む
意
見
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
物
質

的
（
車
、
家
、
お
金
）
な
も
の
を

望
む
意
見
や
、
自
分
た
ち
の
考
え

方
を
よ
く
聞
い
て
ほ
し
い
、
同
じ

こ
と
を
く
ど
く
ど
い
わ
な
い
で
ほ

し
い
、
子
ど
も
を
信
頼
し
て
ほ
し

い
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
総
体
的
に
見
ま
す
と
当
村
の
家

庭
で
は
、
父
親
と
子
ど
も
の
対
話

は
よ
く
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

父
親
を
信
頼
し
て
い
る
と
い
え
ま

す
。
こ
の
関
係
を
よ
り
深
め
、
円

満
な
家
庭
生
活
を
築
い
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

受
6
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濫
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…
8
ミ
8
…
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．
、
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8
．
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累
・
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8
．
～
匙
躍
－
～
ら
8
1
～
‘
8
．
・
ー
も
8
評
ー
』
8
1
～
匹
冒
－
～
」
8
1
～
」
8
・
～
巴
3
箪
詮
8
■
～
‘
8
羅
」
8
，
、
」
8
「
～
」
8
，
～
6
8
…
8
，
～
‘
8
，
～
寒
ま
8
1
～
ら
8
1
～
」
8
1
、
』
3
．
～
』
8
1
～
し
8
1
～
‘
8
．
～
」
8
瀞

’

齢
　
か
つ
て
わ
が
国
に
は
厳
父
慈
母

胡
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
厳

ド

欄
し
い
父
親
と
い
つ
く
し
み
深
い
母

調
脚
親
と
い
う
意
味
で
す
。
夏
目
漱
石

の

艀
の
作
品
に
は
明
治
か
ら
大
正
の
初

湘
撒
め
に
か
け
て
の
都
市
の
家
庭
の
雰

陛欄
囲
気
が
よ
く
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヨ

一
父
親
は
奥
の
部
屋
に
い
て
子
供
た

麗
酬
ち
と
は
め
っ
た
に
口
を
き
く
こ
と

9
捌
も
あ
り
ま
せ
ん
・

剤
麗
そ
の
威
厳
の
あ
る

剤
撒
父
親
が
子
供
を
叱

チ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

湘
（
し
か
）
る
と
母

雛
削
親
が
と
り
な
し
て
く
れ
た
り
慰
め

鵡
障
て
く
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
昭

幽
撒
和
一
ケ
タ
生
ま
れ
の
人
の
な
か
に

ナ

欄
は
、
こ
の
よ
う
な
父
親
の
姿
を
記

ド

欄
憶
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
思
い

ロ

朔
ま
す
。

肝ヨ

犀
　
し
か
し
最
近
は
甘
父
干
母
に
な

韻
脚
っ
た
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
父
親

卍群
は
子
供
を
甘
や
か
す
よ
う
に
な
り
、

「

父
親

母
親
は
子
供
に
干
渉
し
が
ち
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

干
父
甘
母
と
も
い
い
ま
す
。

　
三
十
年
く
ら
い
前
の
父
親
た
ち

に
比
べ
て
、
い
ま
の
父
親
た
ち
が

優
し
く
な
り
、
子
供
と
よ
く
遊
び

子
供
の
世
話
を
よ
く
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
大
き
な
傾
向
は
だ

れ
も
が
認
め
る
こ
と
で
す
。
こ
の

諒の
摩・権

郷威

俊1

よ
う
に
な
っ
た
理
由
に
は
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

父
親
の
余
暇
時
間
が
増
え
、
子
供

と
接
触
す
る
機
会
が
多
く
な
っ
た

こ
と
、
男
性
と
女
性
の
杜
会
的
地

位
が
接
近
し
た
こ
と
を
背
景
に
、

家
庭
で
妻
や
子
供
に
対
し
て
威
張

っ
て
い
る
父
親
よ
り
も
、
優
し
く

話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
父
親

の
方
が
い
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
荊

な
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
主
な
理
由
湘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肝

で
し
ょ
う
。
子
供
に
敬
遠
さ
れ
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

畏
怖
（
い
ふ
）
さ
れ
て
い
る
父
親
が
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
父
親
も
子
龍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

供
に
嫌
わ
れ
な
い
よ
う
に
と
努
め
撒

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

　
子
供
に
と
っ
て
怖
い
父
親
よ
り
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

も
優
し
い
父
親
の
方
が
好
ま
し
い
鮒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胡

の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
硝

し
か
し
家
庭
で
の
教
育
を
考
え
た
撹

場
合
、
父
親
に
は
と
き
ど
き
「
蕊

れ
は
絶
対
に
い
け
な
い
、
認
め
る
湘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
き
っ
は
り
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韻

と
言
い
切
る
だ
け
の
権
威
が
必
要
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凋

で
す
。
愛
す
る
こ
と
と
片
や
か
す
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

こ
と
を
同
し
と
考
え
、
チ
供
に
安
欄

易
に
妥
協
し
て
い
る
の
で
は
家
庭
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

教
育
は
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

優
し
い
面
と
毅
然
へ
き
ぜ
ん
㌧
と
し
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凋

た
面
が
父
親
に
は
必
要
な
の
で
す
．
鵬

　
　
　
（
東
京
都
立
大
学
教
授
）
　
卿

監
，
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～
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アンケート調査から
　　（村内中2　94名）

Q1．あなたは父親とよく話をしますか

　す　　　　　　　　　る　　　　47．9％（45人

　あ　ま　り　し　な　い　26。6％（25人）

18．1％（17人）

5．3％（5人

2．1％（2人

あなたは父親との対話を多くもちたいと思い

ますか

47。9％（45人）

46．8％（44人）

1、1％（1人）

4．2％（4人》

るすく

し￥

他

な
　
の

よ
　
　
し
　
　
そ

Q2

も　ち　た　い

あまりもちたくない

もちたくない

そ　　の　 他

あなたの父観はやさしいですか

72．3％（68人）

（20人）21．3％

5．3％（5入

1．1％（1人

Q3．あなたの父観は

　やさしいがときどき怖い

　や　　さ　　し　　い

　怖　い　ほ　う　だ

あなたは今までに怖いと思うほど父競に叱ら

れたことがありますか

60．6％（57人）

38．3％（36人）

Q4

い
　
る

　　の　他IL1％（1人）

Q4であると答えた人はそれはどんな時です

か（上位5つ）

な
　
あ
　
そ
　
　
5

　
　
　
　
　
　
Q

わるいことをしたとき　（8人）

帰りが遅くなったとき　（4人）

親にさから一）たとき　　（4人）

勉強をしなかったとき　（3人）

いいつけを守らなかったとき　（3人）

1
2
　
　
　
3
　
　
　
4
　
　
　
エ
D

あなたは父競を信頼していますか

87．2％（82人）

人
　
人

γ
　
　
1

Q6
るし、（し

し、

｛也

なし￥

の

（し
　
　
V
て

Q6でしていないと答えた人はなぜですか
（上位3つ）

丈親らLくない　（3人）

fども昏“しらない　（1欠）

自慢、、3，1．ゴ枢り4る　（1＼）

Q7

量

父競に蟄むこと（上位3つ）

守ぜバ・酒梱’めくほい・（22欠）

醜載ぐい（ほい・　　　曳8欠、

同じごさ5￥ど￥ざいわ二£い（’はい・（1．＼

Q8
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皇

区
劇
か
賭
例
僅
褻
閣
侶

　
昭
和
五
十
八
年
の
参
議
院
通
常

選
挙
か
ら
、
参
議
員
全
国
制
が
改

正
さ
れ
、
新
た
に
比
例
代
表
制
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
比
例
代
表
選
挙
は
、
候
補
者

個
人
に
投
票
す
る
の
で
は
な
く
、

政
党
に
投
票
す
る
選
挙
で
す
。

　
投
票
は
政
党
名
で

　
投
票
用
紙
に
は
、
政
党
の
名
称

ま
た
は
略
称
を
記
入
し
ま
す
。
候

補
者
個
人
名
を
記
入
し
ま
す
と
無

効
に
な
り
ま
す
。

候
補
者
名
簿
や
政
策
を

よ
く
み
て
選
ぽ
う

　
立
候
補
は
政
党
（
政
治
団
体
）

6月26日投票日

参
　
議

が
候
補
者
名
簿
を
提
出
し
て
行
い

ま
す
。
個
人
に
よ
る
立
候
補
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
候
補
者
名
簿
に
だ
れ
を
ど
の
よ

う
な
順
位
で
の
せ
る
か
は
、
政
党

が
決
定
し
ま
す
が
、
そ
の
結
定
は

適
正
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
有
権
者
は
、
候
補
者
名
簿
や
各

政
党
の
政
策
を
よ
く
見
て
自
分
の

推
薦
す
る
政
党
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

選
挙
運
動
は
政
党
が

　
選
挙
運
動
や
選
挙
期
間
中
の
政

治
活
動
は
す
べ
て
政
党
が
行
い
ま

す
。
候
補
者
個
人
に
よ
る
選
挙
運

動
は
で
き
ま
せ
ん
。

院

選

挙

当
選
者
は
各
政
党
の

　
　
　
　
得
票
数
に
比
例

　
当
選
人
数
は
各
政
党
の
得
票
数

に
比
例
し
て
配
分
さ
れ
ま
す
。
当

選
人
は
各
政
党
の
候
補
者
名
簿
に

記
載
さ
れ
た
順
位
に
よ
り
上
位
か

ら
順
番
に
決
ま
り
ま
す
。

地
方
区
制
↓
選
挙
区
選
挙

　
参
議
員
の
地
方
区
は
、
選
挙
区

選
挙
と
い
う
名
称
に
変
わ
り
ま
す

が
や
り
方
は
従
来
通
り
で
す
。

（
●趨

　
不
在
者
投
票

　
投
票
を
し
た
い
が
六
月
二
十
六

日
に
ど
う
し
て
も
都
合
の
つ
か
な

い
人
の
た
め
に
不
在
者
投
票
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
六
月
三
日
か
ら
六
月
二
十
五
日

の
午
前
八
時
半
～
午
後
五
時
ま
で

中
里
村
選
挙
管
理
委
貝
会
（
役
場

三
階
）
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。

0
。
餉

＊切りを確実1
◎醜鰯盛懸鰻のの

鯉聡⇔　
中
里
村
、
津
南
町
、
松
之
山
町
、

栄
村
の
四
市
町
村
で
組
織
し
て
い

る
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
が
津

南
町
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
津

南
地
域
の
し
尿
処
理
、
火
葬
場
、
ゴ

ミ
処
理
の
一
切
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
は
、
毎
日
二
十
ト
ン
も

の
ゴ
ミ
が
持
ち
込
ま
れ
、
そ
の
内

可
燃
物
を
燃
や
す
た
め
に
一
日
五

百
リ
ッ
ト
ル
の
重
油
（
月
百
三
十

万
円
）
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
重

油
の
消
費
料
を
節
減
す
る
た
め
に

は
、
生
ゴ
ミ
の
水
き
り
を
撤
底
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
水
分
が

多
い
と
水
を
重
油
で
燃
や
し
て
い

る
よ
う
な
も
の
で
す
。
ま
た
、
不
燃

物
の
埋
立
地
も
あ
と
四
～
五
年
で

い
つ
ぱ
い
と
な
り
ま
す
。
テ
レ
ピ

や
冷
蔵
庫
な
ど
の
電
気
製
品
は
、

買
い
換
え
る
と
き
業
者
に
引
き
取

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

金
物
や
ビ
ン
な
ど
も
多
く
出
ま
す

が
、
廃
品
回
収
な
ど
に
出
し
て
資

源
の
再
利
用
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

雌
諮
擁
葦
者
緒
帰
竹
省
マ
懸
鍵
㎝
、
会

　
役
場
農
政
課
で
は
、
出
稼
者
帰

省
大
会
を
行
い
ま
す
。
過
去
三
回

東
京
で
現
地
懇
談
会
を
開
い
て
き

ま
し
た
が
、
関
東
方
面
以
外
の
出

稼
者
が
出
席
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
か
ら
今
回
あ
帰
省
大
会
の
実
現

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
現
在
、
役
場
に
届
出
て
い
く
出

稼
者
は
百
七
十
人
い
ま
す
。
し
か

し
、
推
定
四
百
人
く
ら
い
の
出
稼

者
が
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
数
字
は
、
昭
和
五
十
五
年
の

農
業
セ
ン
サ
ス
の
専
業
農
家
数

（
七
十
七
戸
）
第
一
種
兼
業
農
家

数
（
三
百
七
十
四
戸
）
を
合
せ
た

四
百
五
十
一
戸
の
八
八
％
を
占
め

る
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
区
別
し
て

出
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
小
さ
め
の
袋
で

　
大
き
な
袋
に
生
ゴ
ミ
を
ど
っ
さ

り
入
れ
て
出
す
人
が
い
ま
す
が
、

回
収
の
際
袋
の
底
が
抜
け
た
り
し

て
手
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
小
さ
め
な
袋
で
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
山
間
地
に
入
り
ま

す
と
、
カ
ラ
ス
や
犬
が
袋
を
破
る

例
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

通
り
山
集
落
の
よ
う
に
ア
、
・
、
を
か

て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
こ
う
し
た
出
稼
ぎ
を

な
く
す
た
め
に
工
場
誘
致
や
地
場

産
業
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。　
村
で
は
出
稼
者
の
た
め
に
、
新

聞
、
広
報
紙
、
出
稼
だ
よ
り
等
を

郵
送
し
村
内
の
情
勢
を
知
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
出
稼
組
合
へ
の

補
助
な
ど
の
援
護
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

日
時
　
六
月
十
九
日
⑧

　
　
　
午
後
一
時
半
ー
四
時
半

場
所
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー

会
費
　
千
円

ゴミ処理にも大きな経費がかかります

ぶ
せ
て
お
く
の
も
よ
い
方
法
だ
と

思
い
ま
す
。

　
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
に

　
こ
れ
か
ら
夏
場
に
か
け
て
、
ス

イ
カ
の
皮
な
ど
水
分
の
多
い
生
ゴ

ミ
が
出
ま
す
が
、
こ
れ
を
自
宅
で

堆
肥
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
中
里
村
と
農
協
で
は
、
家
庭
で

手
軽
に
設
置
で
き
る
ゴ
ミ
処
理
器

を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。
生
ゴ

ミ
を
貴
重
な
堆
肥
に
し
て
活
か
し

ま
せ
ん
か
。

燃
え
な
い
も
の
は
別
に

　
ゴ
ミ
回
収
業
者
の
話
し

で
す
と
生
ゴ
ミ
や
可
燃
物

の
中
に
ビ
ン
や
あ
き
缶
が

巧
み
に
入
れ
ら
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
焼
却
炉

の
目
ざ
ら
等
に
は
さ
ま
り

機
械
が
動
か
な
く
な
る
と

き
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　
一
つ
の
大
き
な
袋
に
区

別
し
な
い
で
入
れ
る
の
が

一
番
簡
単
で
す
が
、
そ
の

後
苦
労
す
る
人
た
ち
が
い

愛
鐵
霧
雛
繋
て

　
道
を
歩
い
て
い
る
と
　
犬
や
猫

の
フ
ン
に
ハ
エ
が
た
か
っ
て
い
る

の
を
見
か
け
ま
す
。
と
て
も
気
分

の
悪
い
も
の
で
す
。
犬
の
散
歩
は

愛
犬
家
に
と
っ
て
た
い
せ
つ
な
日

課
で
す
が
、
そ
の
際
犬
の
し
た
フ

ン
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
く
こ
と

は
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。
可

愛
い
い
自
分
の
犬
の
た
め
に
袋
を

持
参
す
る
く
ら
い
の
心
掛
け
を
も

ち
た
い
も
の
で
す
。

　
先
般
、
村
内
で
も
放
さ
れ
た
犬

が
金
網
を
破
り
飼
育
し
て
い
た
キ

ジ
を
噛
み
殺
す
事
件
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

　
今
で
も
夜
に
な
る
と
犬
を
放
す

人
が
い
る
よ
う
で
す
が
や
め
て
く

だ
さ
い
。

　
玄
関
に
犬
を
飼
っ
て
い
る
家
庭

で
は
鎖
は
く
れ
ぐ
れ
も
短
め
に
し
、

人
が
玄
関
に
入
っ
て
も
触
れ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。
届
物
を
す
る
人
が
と
て

も
苦
慮
し
ま
す
の
で
「
オ
ラ
犬
は

絶
対
に
噛
ま
な
い
」
と
言
わ
れ
て

も
犬
の
嫌
い
な
人
に
し
て
み
れ
ば
’

と
て
も
こ
わ
い
も
の
で
す
か
ら
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

繰上げ請求は

　　　慎重にノ
．・●●●○・・．．・・9●●・．

　　国民年金

考
え
よ
う
繰
上
げ
支
給

　
六
十
五
歳
支
給
の
老
齢
年
金
の

例
外
と
し
て
設
け
ら
れ
た
繰
上
げ

支
給
を
受
け
た
人
は
昨
年
の
受
給

者
の
う
ち
七
三
・
一
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
六
三
％
が
六

十
歳
か
ら
支
給
を
受
け
て
い
ま
す
。

中
里
村
の
繰
上
請
求
率
は
八
四
・

七
％
で
す
。
こ
の
た
め
、
平
均
年

金
額
は
減
額
さ
れ
、
二
七
八
、
三

一
一
円
と
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
年
金
と
は
い
っ
て
も
、
　
「
小
遣

い
程
度
と
し
て
の
役
割
が
果
た
せ

れ
ば
い
い
ん
だ
」
と
、
考
え
る
か

「
老
後
の
所
得
保
障
の
中
核
的
機

能
を
果
た
す
べ
き
だ
」
と
考
え
る

か
で
、
老
齢
年
金
の
考
え
方
も
か

わ
っ
て
き
ま
す
。

　
今
年
六
十
歳
に
な
ら
れ
る
人
は

九
十
九
人
い
ま
す
。
繰
上
請
求
は

く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
。

　
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
　
国
民
年
金
委
員
さ
ん
に
〃
”

　
国
民
年
金
委
員
さ
ん
は
、
国
民

年
金
制
度
に
理
解
が
あ
り
、
い
つ

も
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、

皆
さ
ん
と
国
民
年
金
の
身
近
な
窓

口
と
し
て
、
良
き
相
談
相
手
と
な

っ
て
く
れ
る
方
々
で
す
。

　
国
民
年
金
の
こ
と
で
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
の
だ
け
ど
「
仕
事

が
忙
が
し
く
て
…
」
　
「
役
場
が
遠

く
て
…
」
な
ど
の
理
由
で
、
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
か
ず
、
近
く
の
国

民
年
金
委
員
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
現
在
四
十
二
名
の
国
民
年

金
委
員
さ
ん
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
今
年
度
の
年
金
事
業
活

動
を
推
進
す
る
た
め
、
各
地
域
か

ら
九
名
の
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
如
来
寺
　
高
野
ミ
チ
子

堀重清小東荒干桂
之　田　田
内地山出尻屋溝

山
本
キ
ミ
イ

江
口
　
悦
子

服
部
　
絹
枝

山
田
ヨ
シ
エ

山
本
　
ト
一
フ

山
田
キ
タ
ノ

大
ロ
　
キ
・
・
、

南
雲
　
ヨ
ネ

　
（
敬
称
順
位
略
）

届出はきちんと
．・6●○・・．。。・○●●●・．

　　国民健康保険

　
社
会
保
険
に
加
入
し
た
り
脱
退

し
た
場
合
は
、
十
四
日
以
内
に
国

保
係
へ
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
よ
く
社
会
保
険
に
加
入
し
、

国
保
の
脱
退
届
を
し
た
の
に
国
保

税
の
納
付
書
が
き
た
と
い
う
苦
情

を
受
け
ま
す
。
現
在
、
保
険
税
の

計
算
は
電
算
委
託
し
て
い
る
た
め

毎
月
二
十
五
日
以
降
に
受
付
け
た

分
は
電
算
処
理
で
き
ず
翌
月
の
十

五
日
に
納
付
書
が
で
て
し
ま
い
ま

す
。
国
保
税
が
国
民
年
金
の
よ
う

に
定
額
で
す
と
、
そ
の
月
の

分
は
納
め
な
く
と
も
よ
い
の

で
す
が
、
脱
退
し
た
年
月
日

で
再
度
計
算
を
し
な
お
す
た

め
そ
の
月
の
分
は
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
保
険
を
脱
退

さ
れ
た
後
国
保
に
届
け
な
い

人
が
い
ま
す
が
、
判
明
し
た

時
点
で
逆
の
ぼ
っ
て
加
入
と

な
り
短
期
間
で
多
額
の
お
金

を
徴
収
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

平
均
保
険
税
十
六
万
円

　
国
保
税
は
、
み
な
さ
ん
も
ご
承

知
の
と
お
リ
所
得
割
、
資
産
割
、

均
等
割
、
平
等
割
に
よ
っ
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
一
家
の
総
所
得
額
百

二
十
万
円
、
資
産
額
三
万
円
、
四

人
世
帯
の
家
で
す
と
年
間
十
六
万

円
の
保
険
税
と
な
り
ま
す
。

　
一
世
帯
あ
た
り
の
医
療
費

四
十
四
万
三
千
円

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
総
医
療
費

は
一
世
帯
あ
た
り
四
十
四
万
三
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
れ
を
先

ほ
ど
の
一
世
帯
あ
た
り
の
国
保
税

十
六
万
円
と
比
べ
ま
す
と
一
一
．

八
倍
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
予
防
医
学
の
時
代
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
妨
健
康

は
自
分
で
守
る
と
い
う
考
え
方
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

へ
撫
｝

■
y
鱗

　
　
　
》
＾
、
符
．

　
　
餐
甜

‘
、
襲

蟻ってり‘（娠砂

ク
〆
、
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虫
歯
磁

　
　
　
祷
で
き
ゐ

三
難
腔
糎
魍
餐
繋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
螺
．

八
四
・
二
％
、
因
み
に
イ
ギ
リ
牌
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
蝋

ス
五
三
・
○
％
、
ア
メ
リ
カ
六
霧

一
六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
・
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
里
村
の
昭
和
五
十
七
年
度
灘

三
歳
児
む
し
歯
り
患
率
は
八
撫

四
％
（
前
年
対
比
七
・
七
％
驚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
脚

減
概
餐
熱

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
寝
る

前
と
甘
い
物
を
食
べ
た
後
は

必
ず
歯
を
磨
く
習
慣
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

魚
沼
の
実
態
が
一
読
で

統
計
魚
沼
で
き
る

　
魚
沼
三
郡
で
構
成
し
て
い

る
魚
沼
統
計
事
務
研
究
会
が

こ
の
ほ
ど
「
統
計
魚
沼
・
1

概
要
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
購
入
ご
希
望
の
人
は
、
七

月
二
十
日
ま
で
に
総
務
課
ま

で
（
一
冊
二
百
円
）

ス
ポ
ー
ツ
の

　
振
興
に
力
を

　
中
里
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

を
図
る
た
め
に
、
十
人
の
体

育
指
導
員
が
委
嘱
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
人
た
ち
は
、
公

民
館
等
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
行

事
な
ど
の
協
力
の
他
、
村
民

の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
に
力
を
入

れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
指
導
員
の
み

な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

田田田上宮芋白角田通
　　　　　羽　　 り

中中中山中川毛間中山

井
ノ
川
将
男

広滝高吉南高鈴南
田沢橋楽雲野木雲

文達昭一英茂邦政
伊男紀彦秋実夫治

井
ノ
川
孝
子

嚢
　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　灘灘　　　　　　　　　　　灘灘難　　　　　　　　．灘灘i　　　灘，灘

角
｝
毒
」

南
雲
哲
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
美
佐
子

…
…
き
…
懸
8
き
…
…
L
…
…
…
…
き
…
…
…
…
…
き
…
…
…
…
雲
…
…
…
量
、

　
知
人
の
紹
介
で
巡
り
会
っ
た
と

い
う
二
人
。
初
対
面
か
ら
「
と
て

も
素
直
な
感
じ
が
よ
か
っ
た
一
と

哲
夫
さ
、
ん
。
　
「
笑
顔
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
θ
と
、
美
佐
子
さ
ん
。

　
嫁
に
行
く
な
ら
「
田
ん
ぱ
が
少

な
く
、
出
稼
ぎ
に
出
な
い
、
勤
め

人
の
と
こ
ろ
へ
」
と
、
考
え
て
い

た
美
佐
子
さ
ん
。
　
「
現
実
は
、
全

部
正
反
対
に
な
っ
た
け
ど
、
と
て

も
幸
せ
一
と
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

　
め
ま
ぐ
る
し
く
変
動
す
る
社
会

こ
の
社
会
に
適
応
し
て
生
き
て
行

く
こ
と
は
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て

も
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
し
て
、
お
年
よ
り
た
ち
に
と
っ

て
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
中
里
村
で

》

は
昭
和
五
十
一
年
か
ら
高
齢
者
講

座
（
老
人
大
学
）
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
五
十
七
年
の
記
録
で
は

十
一
回
の
講
座
に
延
千
人
近
い
人

が
参
加
（
平
均
参
加
者
八
十
一
人
）

し
ま
し
た
。

　
働
く
こ
と
が
生
き
が
い
の
お
年

　
　
　
去
る
五
月
三
、
四
日

で
商
工
会
青
年
部
等
九

との味六も
人
が
東
京
錦
糸
町
カ

ッ
パ
市
に
山
の
幸
を
い

っ
ぱ
い
持
っ
て
参
加
し

ま
し
た
。
カ
ッ
パ
市
へ

の
参
加
は
今
年
で
二
回

目
、
昨
年
か
ら
の
熱
烈

な
フ
ァ
ン
が
長
蛇
の
列

を
つ
く
り
、
コ
ゴ
ミ
、

ナ
ズ
ナ
、
ウ
ド
、
タ
ケ｝樗

　　ゆ
ゴ餐

まだまだ向学心おお盛

ノ
コ
、
酒
、
ソ
バ
、
イ
ワ
ナ
の
味

噌
漬
、
コ
イ
の
味
噌
漬
な
ど
ニ
ト

ン
車
い
っ
ぱ
い
に
運
ん
だ
特
産
品

が
飛
ぷ
よ
う
に
売
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
も
ち
つ
き
大
会
の
実
演
で
は

「
ウ
ー
ン
、
め
ず
ら
し
い
、
昔
、

わ
た
し
も
や
っ
た
こ
と
あ
る
」
と

い
っ
た
人
も
出
て
盛
況
を
博
し
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
村
内
出
身
者
（
東
京

周
辺
）
七
百
人
に
ハ
ガ
キ
で
案
内

　
　
状
を
差
し
出
し
た
こ
と
も
あ

　
　
っ
て
二
百
人
を
超
す
村
内
出

が
身
者
が
訪
ず
れ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

劉
の
な
ず
な
を
持
ち
な
が
ら
故

の蛇
郷
を
し
の
ん
で
い
ま
し
た
。

長
清
津
峡
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て

に
「
ぜ
ひ
、
行
っ
て
み
た
い
。
」
と

覚　
　
い
う
声
も
し
き
り
で
し
た
。

味の
　
　
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
に

と
は
、
村
外
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ

さ
る
ー
を
注
入
す
る
こ
と
が
必
要

弘
で
す
。
そ
れ
に
は
都
会
の
人

　
　
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
る
こ

　
　
と
も
た
い
せ
つ
な
こ
と
で
す
。

る
。
そ
の
横
で
「
仕
事
が
終
る
と

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

す
っ
と
ん
で
家
に
帰
る
ん
で
す
よ
。
」
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

と
哲
夫
さ
ん
。
早
く
二
世
の
誕
生
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

を
と
願
う
両
親
の
た
め
に
目
下
奮
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

闘
中
と
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
ど
ん
な
家
庭
を
「
何
ご
と
も
隠
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

さ
ず
話
し
合
い
、
明
る
く
朗
ら
か
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

な
家
庭
を
築
き
た
い
θ
　
　
　
　
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
こ
ん
な
幸
せ
い
っ
ぱ
い
な
二
人
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

も
冬
場
の
出
稼
ぎ
だ
け
が
悩
み
の
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

種
「
冬
場
だ
け
で
も
、
男
衆
を
雇
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

用
し
て
く
れ
る
職
場
が
ほ
し
い
で
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

す
ね
。
夫
婦
は
、
い
っ
し
ょ
に
暮
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

ら
さ
な
く
て
は
一
と
話
し
て
く
れ
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯉

よ
り
や
出
不
精
の
人
も
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
思
い
き
っ
て
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
お
お
ぜ
い
の
仲

間
と
と
も
に
心
を
開
い
て
語
り
あ

う
こ
と
も
と
て
も
楽
し
い
こ
と
で

す
か
ら
。

　
今
年
も
公
民
館
で
は
、
次
の
よ

う
な
講
座
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
予
　
定
）

六
月
　
　
高
齢
者
と
地
域
参
加

七
月
　
　
村
政
あ
れ
こ
れ

八
月
ω
　
体
験
を
語
る

八
月
刊
　
津
南
老
人
㈲
と
の
交
流
会

九
月
　
　
知
っ
て
お
き
た
い
世
界

　
　
　
　
の
動
き

十
月
　
　
村
外
め
ぐ
り

十
一
月
　
他
世
代
交
流
会

十
二
月
　
楽
し
き
つ
ど
い

一
月
　
　
中
世
の
中
里
村

二
月
　
若
者
か
た
ぎ
を
知
ろ
う

三
月
　
　
閉
講
式

高山植物の群生する小松療へ

小松糠清撫ハイキング寡集

　湾津山の会では、橦働の小松原湾

掃ハイキングを行います。葵しい小

松原湿原も心ないパイカ｝が投げ捻

てるあき缶などで汚れていまずQみ

なさんのご協力で美しい湿原を守る

とともに彗人でも多くの人たちから

小松原を知っていただきたいと思い
ます。

★申込先

　田中、富井着三（電28嘆O）
　窟　中　掴生正芳（電2853〉
　如采寺　井ノ川翼く電・2843）
　登山をしてみたいがり人では仔け

ない。そんな人は、ぜひ、湾津山の

会に入りませんか。愉快な1中閥が待

っています。　　　　’

　連絡先如来寺井ノ川真（電2813）

＊行・事・予・定＊
　　　　※変更することがあります。
　　　　　・御用の際は担当課で確認を。

おもしろい行事などがありましたら

取材に行きます。連絡をください。

　
　
　
　
　
「
朝
日
を
浴
び
る
作

　
　
　
　
　
の
輝
き
で
、
そ
の
作

　
　
　
　
　
の
成
長
点
（
成
育
状

　
　
　
　
心
）
を
知
る
」
と

　
　
　
　
　
田
さ
ん
、
島
田
さ
ん

　
　
　
　
毛
は
、
水
稲
二
・
五
ヘ

タ
タ
ー
ル
、
和
牛
十
五
頭
、
フ
カ

ミ
ド
リ
メ
ロ
ン
十
五
ア
：
ル
を
栽

培
す
る
専
業
農
家
で
す
。

　
和
牛
は
、
子
ど
り
か
ら
出
荷
ま

で
の
一
還
生
産
を
や
っ
て
い
ま
す
。

「
牛
を
始
め
た
の
は
昭
和
四
十
九

年
か
ら
で
す
。
当
初
は
、
自
分
の

牛
二
頭
と
村
か
ら
借
り
た
牛
二
頭

で
し
た
。
牛
を
飼
っ
て
い
て
一
番

の
喜
び
は
子
牛
の
誕
生
で
す
ね
。

生
ま
れ
て
か
ら
一
時
間
く
ら
い
で

7
オ
ー
ム
も
奨
し
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
民
テ
ニ
ス
教
室

　
テ
ニ
ス
の
楽
し
さ
を
み
ん
な
か

ら
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
中
里

村
テ
ニ
ス
協
会
主
催
に
よ
る
、
村

民
テ
ニ
ス
教
室
が
、
五
月
十
五
日

津
南
の
マ
ウ
ン
ト
パ
ー
タ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
に
は
、
テ
ニ
ス
を
や

っ
て
み
よ
う
と
い
う
若
い
独
身
女

性
等
十
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
新
潟
市
か
ら
コ
ー

チ
を
招
い
て
行
わ
れ
、
基
本
動
作

を
中
心
に
み
っ
し
り
と
汗
を
か
き

ま
し
た
。

　
汗
だ
く
で
ガ
ン
バ
ル
初
心
者
に

「
ハ
リ
キ
リ
す
ぎ
る
と
明
日
、
身

体
中
が
痛
い
ぞ
」
と
先
輩
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
飛
ぶ
ほ
ど
、
熱
心
に
ボ

ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
技
術
の
向

上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
会
員
同
志

の
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
、
海
水

浴
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
も
行
っ
て
い

　　　　　　　ノ

・雛
　　　　　　　ノ　テ　　ド

フォームもあ’ざやかに

倉
　
俣

　
島
　
田

英
　
男
さ
ん

立
と
う
と
す
る
姿
に
、
動
物
の
持

つ
力
強
い
生
命
力
を
感
じ
ま
す
一

　
最
近
の
農
機
具
の
過
剰
投
資
に

っ
い
て
「
ト
ラ
ク
タ
ー
以
外
の
物

は
、
他
で
使
え
な
い
か
ら
効
率
が

悪
い
で
す
ね
。
出
稼
ぎ
で
稼
い
だ

金
を
農
機
具
の
返
済
に
あ
て
る
よ

う
な
現
状
を
改
善
し
な
く
て
は
一

農
家
の
嫁
さ
ん
に
な
り
て
が
少
な

い
と
い
い
ま
す
が
「
倉
俣
地
区
に

は
一
生
懸
命
農
業
を
し
よ
う
と
す

る
若
い
人
た
ち
が
い
ま
す
。
な
ん

で
も
一
生
懸
命
や
る
人
の
所
に
は

必
ず
い
い
人
が
き
ま
す
よ
一
村
に

望
む
こ
と
は
「
若
い
後
継
者
だ
け

で
な
く
わ
れ
わ
れ
に
も
率
の
よ
い

融
資
制
度
が
ほ
し
い
ね
一
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

11㈹

12（日）
休日救急医（津南病院02576－5－3161）

社会教育大会（＋日町市）

13（月） 健康相談日（保健センター9：30～16：00
相談室あ’ります）

14（幻
ダム警報装置吹鳴試験（宮中10：00スピ
ーカー、サイレン）

15㈱
高齢者講座（高齢者と地域参加・クラブ
総合センター10：00～15：00）

16休）
子ども会育成会（望ましい子供会活動、

総合センター13：00～）

17働
人権相談所（老人福祉センター10：00～
　　　　　　　　　　皿16：00）婦人リーダー養成講座（手話①
　　　　　　　　　　団総合センター19：30～〉

18㈹

平由郁夫シルクロード展（％～鬼・タロ
ス10《地場産業振興センター》9：00～

18：00）記念講演とシルクロード映画会
（14：00～16：00）

19（日）

休日救急医（富田医院02575－2－3269）

青年大会中魚沼郡予選会（津南町、野球

卓球、バドミントン、バスケットボール
バレーボール、剣道）

小松原清掃ハイキング（清津山の会、代

表者富井吉三2810）
出稼者帰省大会（総合センター13：30～）

20（月）

学卒求人受理説明会（クロス10《地場産
業振興センター》14：00～）

農地関係許可申請メ切

21（火）

22休）

23休）
婦人リーダー養成講座（手話②　総合セ
ンター19：30～）

24㈹
心配ごと・行政相談日（老人福祉センタ
ー13：00～16：00）

25（土）

26（日） 休日救急医（中条病院02575－7－3018）

27（月） 健康相談日（保健センター9：30～16：00

28（火）

29㈱

30休）

1囲

心配こと相談日（老人福祉センター・
13：00～16：00）　婦人リーダー養成講座

（手話③総合センター19：30～）

2㈹

3（日） 休日救急医（上村病院2m）

4（月）
移動交通事故相談所（十日町市役所・
10：00～15：00）

5（火）
婦人リーダー養成講座（女性の生き方を
考える②総合センター13：30～）

6㈱

7休） 献血（保健センター前10：00～15：00）

8㈲
心配ごと相談日（老人福祉センター・
13；00～16；00）

9㈹

10（日） 休日救急医（津南病院02576－5－3161）

ま
す
。

　
青
空
の
下
で
、
大
粒
の
汗
を
流

す
テ
ニ
ス
に
は
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ

に
な
い
そ
う
快
さ
が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
　
連
絡
先

通
り
山
山
本
　
健
吉
一
二
．
二
六

上
　
山
小
宮
山
省
三
二
四
八
七

＊
お
め
で
た
＊

陽
　
美
（
小
柳

美
　
幸
（
山
田

兼
　
司
（
広
田

美
香
子
．
（
山
田

和
　
也
（
樋
口

＊
ご
結
婚
＊

犠豊繁　謙善
平信浩一正

荒田干東豊
　　　，田
屋代溝尻里

壽
三
韓

｛
瀬
恵
撤

癖
鞍

離
美
矯

離
竪

＊
お
く
や
み
＊

桑
原
　
ト
キ
　
　
8
6

山
崎
　
一
夫
　
　
7
3

藤
ノ
木
フ
ミ
ョ
　
8
3

山
田
長
太
郎
　
　
7
0

山
田
　
愛
子
　
　
8
0

下
　
山

津
南
町

宮
　
中

十
日
町
市

上
　
山

山
　
崎

芋
　
沢

十
日
町
市

芋
　
川

埼
玉
県

田
　
代

上
　
山

小
　
出

清
田
山

清
田
山

一
日
人
問
ド
ッ
ク
で

　
　
　
健
康
を
確
め
よ
う

《
受
診
対
象
者
》
国
保
加
入
者
で

四
十
歳
～
六
十
歳
ま
で
の
人
（
定

貝
十
八
名
）

《
費
用
》
八
千
四
百
円
（
個
人
負

担
）《
実
施
日
》
八
月
中

　
申
込
み
は
、
先
着
順
、
詳
し
く

は
国
保
係
ま
で


